
第３６回 大鹿村リニア連絡協議会質疑応答概要 

日時：令和７年７月２日 午後７時００分から 

場所：大鹿村交流センター 

1.県発注工事について 

 

Ｑ：小渋線について、今年の冬場に渋滞が度々起きたことで、住民生活に影響が出た。今

後の道路改良等で渋滞が起こらないように対策をお願いしたい。 

 

県：いただいたご意見に配慮しながら工事を進めたい。 

 

2. 南アルプストンネル工事・伊那山地トンネル工事について 

 

意見なし 

 

3. その他について 

 

Ｑ：県道赤石岳公園線の三正坊橋から先の道路改良について改修をお願いしたい。 

現在は崩落による通行止めだが、道路の修繕が計画されていると聞いている。登山客も

利用すると想定するためぜひお願いしたい。 

 

村：基本的には村の方で、災害によって通行不能となっているため、災害復旧で道路の復

旧を目指しています。 

現状でどのような主体で工事をやるかは、まだ調整中ですが、南アルプスの登山道につ

ながる道であり、村としても観光振興、その他の観点から大変重要な道で、復旧が急がれ

ることを認識しています。現在どのような形で復旧工事が進められるか、関係機関と調整

しています。 

 

Ｑ：令和 6年度の環境調査の結果が公表されて見させていただいた。村内の方から、水に

影響が出ているのではないかという、ご心配の声をいただくことがあり、水の調査結果を

見たが、今まで降水量との関連性があるということで、降水量のデータと同じところで示

す指摘が、技術委員会の方から出されており、それに対応していただき降水量のグラフと

水量がわかる表示になっており、その辺はわかりやすくなっていると感じた。 



一方で、グラフは 3年位しか見られないようになっている。前は、令和元年、2年、3

年、4年、何本かの折れ線グラフで比較ができるようになっていたが、遡るのが見られな

くなっている。 

工事前に比べて減ってないかのご心配の声をお聞きすることがあったため、工事前との

比較が資料ではわからないと感じた。 

水量に応じて横のプロットが、例えば 0.1 ㎥が続いていると、0.01 だと 0.05 から 0.14

まで含まれるが、その辺の変動の中だとずっと 0.1 で変動がない。変動があるかどうかが

わかりづらい。量に応じて計測の単位、例えば 0.1 いくつまで表示するとか、横軸の幅も

変えてもらえれば、変動が見えるような気が非常にした。見た人がもうちょっとわかりや

すい、それを見ても関連がないと言われたら、関連が無いか素人が見ても、よくわからな

い資料の出し方になっている。今までもいろいろ指摘されていると思うが、工夫していた

だきたい。 

 

JR：環境に関わる年次報告については、6月下旬に公表させていただいており、次回の協

議会において、大鹿村内での調査結果の概要について説明いたします。 

ご意見いただきました、グラフの過去のデータの遡りができなくなった、工事前の値が

わからない、オーダーの見せ方という点は、ご意見として伺いました。次回以降の年次報

告の取りまとめにあたり検討していきたいと思います。 

 

Ｑ：計測の単位ですが、実際には細かいところまで量っていて、資料にまとめる時に、例

えば 0.1 となっているのか。水利権者の方には、細かいデータを示しているのか。それと

もそれしか量っていないのか。 

 

JR：単位については当該箇所の流量などに応じて、適切に使い分けを行っていますが、見

せ方が悪いという点だと思いますので、改めて確認をして対応していきます。 

 

Ｑ：多分、5月だったと思うが、資料では土曜日、日曜日は運搬車両が通らないとなって

いるが、土曜日に数台、黄色のマークが付いたトラックが運行しており、月曜日に役場へ

問い合わせたら、残土の運搬ではなく産業廃棄物を運搬していたと、お答えいただいたよ

うだが、土が乗っていったように見受けられたが、産業廃棄物を運搬する土曜日があるの

か。 

 

JR：土日等については、トンネルの現場は場内作業を行っている場合もあり、その際に資

機材の運搬車両等が若干台通行する日もあります。 



発生土の運搬については、カレンダーの赤日の日は運搬を行っていないのですが、遠方

から住み込みで働かれる方の通勤等で、休みの日でも大鹿に上がってくるダンプがいま

す。事実確認して参りますが、カレンダーで赤く塗られた日については、発生土運搬は間

違いなく行っておりません。 

 

Ｑ：確認した時には、産業廃棄物を運搬しているとお伺いしたのですが、直接 JR さんに

お尋ねしたわけではなく、村のリニア対策室から問い合わせてのお返事だったが、そのよ

うなことがあったのか。 

 

JR：発生土運搬に関しては、間違いなくやっていないということが事実です。もう一つ、

産業廃棄物に関しては運搬をしていました。発生土運搬のように何十台、何百台というこ

とではなく、1台 2台かとは思います。数は確認します。コンクリートの破砕したもの

は、産業廃棄物になるので、資機材の運搬と同様に、土曜日に運搬させていただきまし

た。 

 

4. 事務局からの報告について 

 

意見なし 

 


